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Dear Sound Professional:

　エレクトロボイス製品をお選びいただきましてありがとうございます。
70年以上にわたり私共は事務所､教会､ライブミュージック演奏会､会館､スタジ
アムを含めた屋内・屋外向けにもっとも技術革新的で高品質のオーディオ製品の
デザイン､エンジニアリング､製造に努力を傾けてきました。
　この努力の結果は、それまで自動車業界でしか採用されなかった超軽量のネオ
ジミウムをマイクとスピーカーのマグネットに採用と、数えればきりがありません
が、業界の標準となった定指向性ホーン、マニホールド技術、可変Dマイク、マイク
用ハム打ち消しコイル、などを含む新しい技術の開拓に結びつきました。
　幸いにしてお客様が求めているより良いサウンドに最適なオーディオソリュー
ションを提供できることをうれしく思っています。FRi シリーズをお買い求めい
ただきありがとうございました。
FRi シリーズへの投資を最大限に活かすためにも､本FRi シリーズマニュアルを
注意深くお読み下さい。マニュアルには､製品のライフを最大限に長くし､最適の
性能を発揮し､安全で音響効果のよい設定方法が記してあります。
　詳細については､代理店もしくは(株)イーブイアイオーディオジャパンに直接ご
連絡ください。

Welcome

エレクトロボイスが取り扱うスピーカーシステムの修理は資格ある
サービスマンのみが安全規則にしたがっておこなってください。
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　このマニュアルの目的は､使用者にエレクトロボイスのFRi
シリーズスピーカーの取りつけに習熟していただくことにあ
ります。製品の特長については､各製品の特性の説明と合わ
せて説明します。

FRi シリーズ概要

　エレクトロボイスのFRiシリーズスピーカーはどのような使
用環境での音響的要求に対しても幅広く対応することができ
ます。FRiモデルのフルレンジスピーカーにはすべてエレクト
ロボイスの名高いDH2tの2インチダイヤフラムコンプレッ
ションドライバーを使用してスムースでリニアなサウンドを再
生することができます。
FRiのすぐれた性能に付け加えて､使用目的に柔軟に対応で
きること､フライングと組み合わせの容易さなどどのような環
境にも適しています。
FRiシリーズの12インチ､15インチのフルレンジ､さらに18
インチサブウーハー､すべてのスピーカーシステムが高さ28
インチ（71cm）となっており､垂直､水平どちらの配列でも素
晴らしく､簡潔で､視覚的に訴える配列を構成できます。
正方形のマウンティング構造を持っていて回転可能なホーン
を備えており､工事担当者は必要なサウンドのカバレージを
満たしながらもキャビネットを美学的にも美しく構成できま
す。特にスピーカーシステムを横方向に回転させて設置でき
るということは､スピーカーシステムを複数個使ったアレイを
組む場合でも開口面を減らすことができます。
フルレンジのFRiスピーカーシステムに使われているキャビ
ネットは､強度として最大４台までのキャビネットを垂直懸架
で配列できます。その上FRi-122/64とFRi152/64の2
ウエイスピーカーには12ヶ所の吊り下げポイントがあります
ので､どのような場所でも目的にあったスピーカーシステム
設置が可能です。
　キャビネットはすべてバルチック産の樺材でできた13層構
造積層合板を使用し､取り外し可能な鋼製グリルが付いた台
形のデザインです。グリルは音響的に透過性がある布で簡単
に覆うことができます。
FRi-181Sには16ヶ所の懸架ポイントがあり融通に富んだ
吊り下げが可能です。
　FRiシリーズ・スピーカーシステムは文化会館､市民会館､
コミュニティーセンター､スタジアム､教会､ライブミュージッ
ククラブやディスコ､アリーナ､体育館､といった固定設備に対
応できるよう特別にデザインしました。どのシステムにもEV
独特のリングモードデカップ
リング（RMDTM）テクノロジーが使われており､スピーチの明
瞭さと音楽的な透明さ最大に発揮することができます。大き
な定格入力と高い性能を持ったDLシリーズウーファーを使
用しています。
回転可能な高音域のホーンと合わせて､どのFRiモデルもど
のような現場にも使うことができる最高の融通性を備えてい
ます。
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製品説明

FRi-152/64
FRi-152/64は広い場所で使いやすい60×40度の回転可
能なホーンパターンを持っていることが特長です。
FRi-152/64は中くらいの音圧レベルで十分であるが､2ウ
エイのダイレクトラジエーター方式の低音特性が良好なス
ピーカーシステムを必要とする小規模空間から中規模空間に
おいてFRｉシリーズだけを単独に使用するサウンドシステム
として格好なスピーカーシステムです。　
FRi-152/64には15インチのウーファーが従来の製品より
大きな30度（片側に15度）のテーパーを持った台形キャビ
ネットに収容されています。　
FRi-152/64はパッシブまたはバイアンプモードを切り換え
て使用できます。スピーカー回線の増設ができない改修物件
に使うことができるだけではなく､バイアンプモードで使えば
低域と高域間のモデュレーションがない透明感のあるフルレ
ンジ帯域の再生が可能です。

FRi-122/64
FRi-152/64と似たようなデザインですが､この2ウエイ､ダ
イレクトラジーエーター･エンクロージャーのスピーカーシス
テムは広い場所で使いやすい60×40度の回転可能なホー
ンパターンを持っていることが特長です。両者の違いは､FRi-
122/64のウーファーが12インチということです。
FRi-122/64は､大きな音圧レベルは必要ないがミッドレン
ジのボーカル帯域を明瞭に出すことができるスピーカーシス
テムが必要な小規模から中規模な空間での”スタンドアロン”
のスピーカーとして格好な製品です。
FRi-122/64は従来の製品より大きな30度（片側に15度）
のテーパーを持った台形キャビネットに収容されています。
FRｉ-122/64もまたパッシブまたはバイアンプモードで切り
換えて使用できます。

FRi-181S
FRiシリーズ･スピーカーシステムにあわせて設計されたサブ
ウーハースピーカーシステムFRi-181Sは超低音帯域で効
率良く動作します。
このスピーカーシステムの特長は､振幅が大きく重量感があ
りながら立ち上がりが早い低域を､ほとんどあるいはまったく
イコライゼーションをなしで､バスギターのオープン“E”（約
41.7Hz）まで､あるいはそれ以下まで出せるように設計して
ある18インチのウーハーを使ったスピーカーシステムです。
FRi-181Sは15度（片側に7.5度）の台形キャビネットを
使っています。スピーカーシステムの端子板内にローパス

フィルターが付いていますので､チャンネルディバイダーを使
わなくてもフルレンジ信号をFRi-181Sに入れて端子に付い
た出力から信号をFRiフルレンジ･スピーカーシステムに入れ
るだけで､フルレンジ･スピーカーシステムにサブウーハーの
機能を付け加えることができます。このサブウーファーは端
子板内部のジャンパーを切り換えることでパッシブまたはバ
イアンプ/トライアンプモード(フルレンジ･スピーカーシステ
ムもマルチ駆動状態)で使用できます。

設計者とエンジニアのための仕様書

FRi-152/64　
2ウェイ・フルレンジスピーカーシステム
2ウエイのフルレンジスピーカーシステムには15インチLF
ウーハーと2インチ/50mmボイスコイルを持ったHFコンプ
レッションドライバーが組み込まれています。
LFウーハーは最適な低音域特性を発揮するようにポートを開
けたキャビネットに組み込まれています。
HFドライバーは公称60×40度のカバレージパターンを持つ
定指向性ホーンに取りつけられています。
内蔵パッシブフィルター･ネットワークは高域と低域の信号を
分割するクロスオーバーとスピーカーシステムを最適に鳴ら
すためのシステムイコライゼーションがほどこされています。
入力パネル裏側に付いているジャンパーで簡単にパッシブと
バイアンプモードに変更可能です。
システムの周波数特性は軸上で測定して70Hzから15kHz
まで±3dB以内に入っています。スピーカーは1Wの入力､軸
上１mで98dBの音圧レベル（SPL）を出力し､１m離れた軸
上で123dBのフルパワー長時間連続出力を出す能力があり
ます。長時間（EIA標準）にわたり350Wのアンプ出力を入力
可能で公称インピーダンス8Ωとなっています。
スピーカーキャビネットの形状は台形で､両側にそれぞれ15
度という大きな傾斜がついています。キャビネットの材料には
割れ目のないクロスグレインラミネートの樺材でできた13
層構造の積層合板を使用し､キャビネットは多数の木製補強
桟で補強してあります。
仕上げは長い間放置しても剥がれにくい黒または白のアクリ
ル塗装､そして無塗装の製品があります。
入力コネクターには2端子バリヤーストリップが2組み付いて
います。パッシブ駆動とバイアンプ駆動の両方に対応できる
ようになっています。
全部で12ヶ所に3/8-16（インチ）のねじ付きのマウンティン
グ/吊り下げポイント（上面と下面に3個ずつ､両サイドに各2
個、後面に2個）があります。

FRi Series の概要
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スピーカーの正面には16GAの鋼鈑を使ってパウダーコー
ティング塗装がなされたパンチング･メタルグリルが木ねじを
使って取りつけられています。グリルに音響的に透過性があ
る布を目立つ突起やファスナーを使用せずに取付けることが
できます。
塗装色のバリエーションにあわせて前面グリルの色を変える
ことができます。

FRi-122/64　
2ウェイ・フルレンジスピーカーシステム
2ウエイのフルレンジスピーカーシステムには12インチLF
ウーハーと2インチ/50mmボイスコイルを持ったHFコンプ
レッションドライバーが組み込まれています。
LFウーハーは最適な低音域特性を発揮するようにポートを開
けたキャビネットに組み込まれています。　
HFドライバーは公称60×40度のカバレージパターンを持つ
定指向性ホーンに取りつけられています。
内蔵パッシブフィルター･ネットワークはユニットのクロスオー
バーとシステムイコライゼーションを行います。
入力パネル裏側に付いているジャンパーで簡単にパッシブと
バイアンプモードに変更可能です。
システムの周波数特性は軸上で測定して62Hzから15kHz
まで±3dB以内に入っています。スピーカーシステムは1W
の入力を入れて軸上１mで97dBの音圧レベル（SPL）を出
力し､１m離れた軸上で122dBのフルパワー長時間連続出力
を出す能力があります。
長時間（EIA標準）にわたり300Wのアンプ出力を入力可能
で公称インピーダンス8Ωです。
スピーカーキャビネットの形状は台形で､両側にそれぞれ15
度という大きな傾斜がついています。キャビネットの材料には
割れ目のないクロスグレインラミネートの樺材でできた13
層構造積層合板を使用し､多数の木製補強桟で補強してあり
ます。
仕上げは長い間放置しても剥がれにくい黒または白のアクリ
ル塗装､そして無塗装の製品があります。
入力コネクターは2端子バリヤーストリップに2組み付いてい
ます。パッシブ駆動とバイアンプ駆動の両方に対応できるよ
うになっています。
全部で12ヶ所に3/8-16（インチ）のねじ付きのマウンティン
グ/吊り下げポイント（上面と下面に各3個、両サイドに各2個、
後面に2個）があります。
スピーカーの正面には16GAの鋼鈑を使ってパウダーコー
ティング塗装がなされたパンチング･メタルグリルが木ねじを
使って取りつけられています。グリルに音響的に透過性があ
る布を目立つ突起やファスナーを使用せずに取付けることが

できます。
塗装色のバリエーションにあわせて前面グリルの色を変える
ことができます。

FRi-181S　
サブウーハー・スピーカーシステム
サブウーハースピーカーシステムにはパッシブまたはバイア
ンプ可能な18インチLFウーハーが最適な低音特性を出すよ
うに開けられたポートとスロットを持ったキャビネットに組み
込まれています。
システムの周波数特性は軸上で測定して45Hzから160Hz
まで±3dB以内に入っています。スピーカーは1Wの入力を
入れて､軸上１mで97dB（100dB、半分のスペースで）の音
圧レベル（SPL）を出し､１m離れた軸上で123dB（132dB、
半分のスペースで）の出力の能力があります。
長時間（EIA標準）にわたり400Wのアンプ出力を入力可能
で公称インピーダンス8Ωです。
スピーカーキャビネットの形状は台形で両側にそれぞれ7.5
度のテーパーがついています。キャビネットの材料には割れ
目のないクロスグレインラミネートの樺材を使った13層の積
層合板を使用し､多数の木製補強桟で補強してあります。
仕上げは黒または白のアクリル塗装､そして無塗装の製品が
あります。
入力コネクターは2端子バリヤーストリップに2組み付いてい
ます。
全部で16ヶ所の3/8-16（インチ）のねじ付きマウンティング/
吊り下げポイント（上面､下面と両サイドに各4個）があります。
スピーカーの正面には16GAの鋼鈑を使ってパウダーコー
ティング塗装がなされたパンチングメタルグリルが木ねじを
使って取りつけられています。グリルに音響的に透過性があ
る布を目立つ突起やファスナーを使用せずに取付けることが
できます。

FRi Series の概要
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屋内設置

FRiのキャビネットは屋内に設置した場合に長期間問題なく動
作できるように製造されています。キャビネットに使われてい
る塗料は滑らかではありませんが非常に大きい耐久性を持っ
ています。キャビネットを塗り替える場合は､標準塗装方法に
従ってキャビネットを清浄にしてから塗装してください。
キャビネットの前面に取りつけられたメタルグリルは､グリル
をきちんと包み込む音響的に透過性を持った任意の色の布
をUチャンネル（添付）で保持するようデザインしてあります。
これによりほとんどの内装設計にマッチさせることができま
す。
Stevenson ＆ Lawyer社（Tel 1-800-968-5535）製
の音響的にトランスペアレントな布または同等品のご使用を
お奨めします。

屋外設置

スピーカーシステムを屋外に設置する場合には､日光､雨そ
の他がキャビネットに直接当たらない場所に設置して下さ
い。

設置環境
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ショルダーアイボルトの取りつけ

FRiシリーズの装着はどこにでもある3/8-16の鍛造ショル
ダーアイボルトを使用しておこないます。
以下の手順にしたがってアイボルトを装着してください。

1. キャビネットのどこにアイボルトを着装するかを決めます。
2. 一度に１本づつ3/8-16プラスねじを取り外して元に戻し

ます。一度に隣り合ったプラスねじを2本抜くと､キャビ
ネット内部の金属製補強ブラケットが外れて落下してしま
い､アイボルトを取りつけることができなくなってしまいま
す。ねじは添付されたワシャーを下にしてアイボルトと一
緒に元に戻します。

3. アイボルトを手で力いっぱい締めてから、さらにスパナで
1/2から3/4回転廻して向きを適切に合わせます。

警告： 3/8-16プラスねじを一度に1本以上は絶対
に取り外さないで下さい。

FRi スピーカーを吊り下げる基本原理

多くの吊り下げ可能なスピーカーは､上面と側面に補強金具
を使用しない“ｔナット”スタイルのマウンティング方法で設計
してあるので安全率が低くなっています。FRiのフルレンジス
ピーカーキャビネットではもっとも安全な垂直方向と水平方
向の吊り下げ作業をするために12ヶ所のフルサポート･マウ
ンティングポイントが用意されています。
すべてのFRiシステムは構造的に最小8対1の安全率が証明
されています。
スピーカーシステムの入力パネルに安全に関する情報と最大
安全吊り下げ数量データがあります。最大安全吊り下げ数量
を絶対に越えないでください。

3/8 鍛造アイボルトを使っての吊り下げ

お奨めする各システムごとの3/8鍛造アイボルト（4本添
付）の取りつけ方法は次に示す通りですが､安全のためにす
べての推奨負荷にしたがってください

吊り下げ

隣り合わせたねじを2本取り外すと､重い鉄製のブラケットが
ボックスの中に落ちることがあります。内部に落ちたブラケッ
トを取り出すにはスピーカーユニットを取り外す必要がありま
す。
FRiシリーズの分厚い鋼製の補強ブラケットは､3/8-16鍛造
ショルダーアイボルト装着を高い安全率でサポートだけでな
く､キャビネット接合部の強度を高めるよう設計してありま
す。これらコーナーブラケットはこのマニュアルに表記され
ているFRｉシリーズ・スピーカーシステムの性能レベルを維
持するキャビネットの強度を保つために必要です。
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垂直方向の吊り下げ(側面図)

水平方向の吊り下げ

吊り下げオプション

エレクトロボイスは2台のフルレンジスピーカーの間にサブ
ウーファーを1台はさみ込むというもっとも一般的なアレイ構
成をサポートするフライングハードウエアのデザインをATM
FlywareとPolar Focusと協同で開発しました。詳細につい
ては､これら2社にご連絡下さい。連絡先ならびに詳細につい

ては(株)イーブイアイオーディオジャパンまでお問い合わせ
下さい。

吊り下げ
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推奨パワーアンプについて

パッシブモードあるいはバイアンプモードにかかわりなく、FRi
シリーズ・スピーカーシステムを駆動するには､1チャンネル
当たり8Ωで400W程度の出力を持った2チャンネルパワー
アンプをお奨めします。このクラスのパワーアンプは､チャン
ネルごとに並列
結合した2台のFRiシリーズ・スピーカーシステムをドライブし
て、長時間プログラムとたいていのプログラムの瞬間的ピー
クパワーを出力するのに必要なヘッドルームを供給できま
す。　　
アレイを組むスピーカーシステムが2台以上使ってパッシブ
モードで操作するようデザインされていると､個々のスピー
カーシステム必要パワーを勘案してシステムの合計負荷をド
ライブできるアンプを選択しなければなりません。2台のフル
レンジ･スピーカーシステムと1台のサブウーハーの構成で
は､使用するパワーアンプをバイアンプモードにして1つの
チャンネ
ルでクロスオーバーの高音域を駆動し2台のフルレンジキャ
ビネットをドライブし､もう1つのチャンネルでクロスオーバー
の低音域を扱ってサブウーハーをドライブします。

推奨パワーアンプ



11

バイアンプモードに変更

　FRiシリーズのスピーカーは工場から出荷するときはすべ
て“パッシブ”モードで出荷しています。バイアンプで使用す
る場合には以下の手順にしたがって“バイアンプモード”に変
更してください。

1． 入力端子板をキャビネットに固定しているネジを外してく
ださい。
2． 回路基板の裏側が十分見えるようにアセンブリーを注意
して十分に離して（引っ張り出して）ください（15cmから20
cm）。
3． 回路基板の上に“PASSIVE”と印刷されたピンの列に差
し込まれた7ピンのインラインコネクターを見つけることが
できます。
4． 固定ピンを静かにコネクターの外側に押し､コネクターを
ピンからまっすぐに抜きます。
5． “BIAMP”の文字のすぐ上にあるピンの列を見つけコネ
クターをその上から押して接続します。
6． 7本のピンがすべて入っているか､コネクターがコンセン
トにしっかり入っているか確認してください。
7． 注意してアセンブリーをキャビネットの中に戻して取りつ
けネジを締めます。そのときガスケットが圧縮されて気密に
なるように締めてください（ただし締めすぎないでくださ
い）。
8． 高域信号回線を“INPUT BIAMP ＨＦ”と印刷された上
の端子に､低域信号回線を“FULL RANGE/BIAMP LF”と
印刷された下の端子に接続してください。
9． ラインの配線と各入力ケーブルの極性が正しいかをダブ
ルチェックしてください。

バイアンプモード
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チャンネルディバイダーの設定

　チャンネルディバイダーのクロスオーバー周波数は､必ず4
次（24 dB/oct）Linkwitz-Rileyのフィルターを使って<1､
600 Hz>でとることをお奨めします。

フルレンジ・スピーカーシステムのクロスオーバー周波数は
1､600 Hzにセットしなけれなりませんが､何かの必要があっ
て特別な調節したりするにしても1､480 Hz以下の周波数
にしてはいけません。クロスオーバーのフィルター曲線は
24dB/octでなければなりません。予算があれば､パワーア
ンプの前にリミッターを使用すると特に高音域でスピーカー
ユニットを破損しにくくなるという有用な役割を担ってくれま
す。
システムの価格を安く押さえるには､4次（24 dB/oct）
Linkwitz-Rileyと80Hzから8000Hzまでの連続可変クロ
スオーバー周波数のステレオ2ウエイセクションを持った
EX23アクティブクロスオーバーをお奨めします。チャンネル
ごとの2つの出力にはそれぞれ別個のミュートスイッチとレベ
ルコントロールがあります。
ディレイ付きでイコライゼーションがもっと必要なより複雑な
アレイを組んだサウンドシステムでのFRiシリーズをバイアン
プで駆動するためには､必要なクロスオーバー､パラメトリッ
クEQ､シェルビングEQ､ローパスとハイパスフィルター､アラ
インメント（ディレイ）､コンプレッサー､リミッター機能を組み
込んだエレクトロボイスDx38ディジタル･サウンドシステム
コントローラーをお奨めします。

（ D x 3 8 の 設 定ソフトウェアはE V ウェブサイト：
www.electrovoice.comから入手できます。）

チャンネルデバイダー
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FRiシステムを使う上でお勧めするシステム構成
バイアンプ駆動
最高のサウンドを出すことができます
全てをパッシブで駆動
より良いサウンドを出すことができます
トライアンプ駆動
お勧めしません

　FRiシステムの本来の設計指針と能率差を勘案して､モノ
ラルでもステレオでも全てのユニットを個別にアクティブ駆
動(トライアンプ駆動)するコストメリットはまったくありませ
ん。共に使用するプロセッシング機器とパワーアンプの実際
のコストはアレイの中に組み込まれたFRiキャビネットの総数
により決まります。負荷条件によっては､通常に入手可能なパ
ワーアンプでは全てをパッシブモードで駆動する場合には必
要なパワーを供給できません。1 チャンネル8Ω負荷で
600W以上の大きな出力を持ったパワーアンプを必要とし
ます。

FRiシステムを使用すると安価ではあるが高い忠実度
システム全体（スピーカーシステム､プロセッサー､パワーア
ンプ）のコスト効果性を考慮すると､このシステムをバイアン
プモードで使うのが全体的に最高の周波数特性と価値の両方
を得ることができます。
片側にフルレンジ・スピーカーシステム1台とサブウーハー1
台を使う､より簡単なステレオシステムで良い結果を得るに
は､このスピーカーシステムをフルレンジ・スピーカーシステ
ムとサブウーハーシステムを別々のパワーアンプで駆動する
バイアンプモードで操作されることをお奨めします。
片側のスピーカーシステム全てを1チャンネルのパワーアン
プで駆動するパッシブ構成にするとシステムコストを大きく
削減できてかつ適切な忠実度が得られます。
両サイドにスピーカーシステムを置くステレオ構成で複数の
フルレンジ･スピーカーシステムを使うマルチボックス・アレイ
とする場合には､両サイドそれぞれにモノラルのプログラム信
号を送り込むことをお奨めします。
　低音域特性を向上するには、サブウーハーの表面を堅い建
築材と組み合わせて設置することを考えてみてください。こ
れは床､壁､天井などの反射や共振を利用することです。低音
域のキャビネットを建築構造物と音響的に結合することで､ス
ピーカーや電子機器を追加せずにシステムにより低音域のエ
ネルギーを提供する非常にコスト効果性の高い手段となりま
す。ただし聞き手に時間遅れを生ずる施工方法は避けてくだ
さい。

基本システム構成
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基本システム構成
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回転可能なホーンについて
物理的な調整

FRiシリーズ･フルレンジスピーカーシステムはすべて完全に
回転可能な高音域を再生する定指向性ホーンを装備してい
ます。フルレンジ・スピーカーシステムではキャビネットと同
一の水平カバレージ角度を維持しながらホーンを最大90度
まで回転することが可能です。
この要素はアレイを組んだ場合の吊り下げ高さが低くなりま
すので､特に天井の低い空間や遠距離用と近距離用のスピー
カーシステムを必要とする垂直ラインソース・アレイの吊り下
げ仕様において有効です。今までの開口部を加工せずにサブ
ウーハーも設置できる可能性が広がります。

ホーンの回転方法
以下の簡単な6段階の手順にしたがってホーンを回転してく
ださい：

1. 付加情報Bの図面に示してあるようにグリルアセンブリー
を取り外してください。

2. 切りくずや落ちたねじがドライバーの中に入り込んでドラ
イバーを損傷するのを防ぐためにホーンのスロート開口
部にきれいな糸くずのない布を詰めてください。

3. ホーンをバッフルに固定しているプラスねじを外します。
4. 前面バッフルからホーンをガスケットと一緒に注意しなが

ら持ち上げて90°回します。
5. 取りつけ穴を合わせてねじで締めます。そのときガスケッ

トが圧縮されて気密が維持できるように締めてください
（ただし締めすぎないでください）。

6. 布を取り外してグリルアセンブリーを元に戻します。

付加情報
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寸法

付加情報
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付加情報

周波数特性
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付加情報

指向性曲線
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付加情報

仕様 FRi-122/64 FRi-152/64 FRi-181S
機能 2ウェイフルレンジ 2ウェイフルレンジ サブウーハー

周波数特性(パッシブモード)

-3 dB 52 Hz ? 15 kHz 70 Hz ? 15 kHz 45 Hz ? 160 Hz

-10 dB 50 Hz ? 16 kHz 50 Hz ? 16 kHz 36 Hz ? 250 Hz

指向性(H°×V°)

通常 60°×40° 60°×40° 適応せず

回転時 40°×60° 40°×60°

低域の口径 12 インチ 15 インチ 18 インチ

通常のインピーダンス(Ω)

パッシブモード 8 8 8

バイアンプモード 8/8 8/8 8

能率 (1w/1m) 97 dB SPL 98 dB SPL 97 dB SPL

最大出力 (ﾊﾟｯｼﾌﾞﾓｰﾄﾞ)

長時間 (EIA) 300W 350 W 400 W

短時間ピーク 1200 W 1400 W 1600 W

寸法 (mm)

高さ 711 711 711

前面幅 404 483 597

後面幅 178 185 406

奥行き 447 589 762

テーパー角度 15°各側面 15°各側面 7.5°各側面

重量 (kg) 27.3 31.8 45.5

FRi-122/64 FRi-152/64 FRi-181S

製品仕様
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